
 1週間しかない天津 AWG会合は、今

日がもう最終日だ。そして、次にやって

くるのは、11月 29日からのメキシコ・

カンクン会議（COP16）の本番となる。 

 カンクン会議が、その翌年の南アフリ

カ会議で最終的な法的合意を作るための

重要なステップであるとの位置付けは、

おおよそ共有されるものとなった。NGO

は、来年を待たずとも、各国がカンクン

会議で合意を作り上げる努力をするべき

だと考える。気候変動は待ってくれない。

会議の中でも、小島嶼国グループの

AOSISを代表するグレナダが、これ以上

の遅れは受け入れられない、カンクンで

重要な成果を得るべきだと主張している。

しかし、全体にそういう雰囲気にはなっ

ていない。憂えるべき状況だ。 

 仮に最終合意の場面でないとしても、

カンクン会議で意味のある合意にこぎつ

けなければ、南アフリカ会議での成功を

導くことも難しくなるだろう。その意味

で、カンクン会議はやはり重要なのだ。 

 そして最終日の今日、バランスのとれ

た「カンクン合意」の姿はどこまで見え

てくるか、注目される。 

  

 条約AWGでは、この 1週間かけて、

各草案グループで公式・非公式に文書の

ドラフティングが進められており、新し

い文書も作られている（やはりこれも非

公開で詳細を知ることはできない。無念）。 

 しかし、会場の関係者の多くは、週の

半ばに条約AWG議長が配布した「カン

クンの成果として考えられる要素」のそ

の後の行方が気になっている。この扱い

は、最終日まで引き続き議長が非公式に

各国と協議している。 

 そして多くの関心は、要素に何が含ま

れ、それがどこまで詳しく書かれるのか。

着目点は次の3つだ。 

 

(1) 緩和行動の扱いについて 

 一番意見対立が深いのは、先進国・途

上国の緩和行動だ。先進国は途上国の削

減行動のMRV確保に躍起であり、一方

の途上国は先進国が示した目標（プレッ

ジ）をもっと野心的なレベルまで引き上

げ、京都議定書の第2約束期間に合意す

ることを求める。また先進国の緩和行動

には、（アメリカが入っていない）議定書

AWG と（アメリカを含む）条約 AWG

のそれぞれで議論されていることの調整

の問題もある。2つの AWGにまたがる

先進国の緩和の扱いは、次期議長である

メキシコ政府が調整にあたっている。緩

和がどう位置づけられるのかは、重要な

要素だ。 

 

(2) バランスの中身 

 また、バランスとは何かという点も大

きな議論だ。バランスといっても色々あ

る。 

まず、議定書AWGと条約AWGのバ

ランスだ、LCA 議長が提示したのは、

COPで決定する要素だが、もう一つの議

定書AWGで何も決議しないということ

にはならない。議定書AWGで何を合意

するのか？京都議定書第2約束期間の合

意もその議論の中に含まれる。 

次に、条約AWGの中でのバランスだ。

先進国が盛り込みたい要素、途上国が盛

り込みたい要素、更には途上国の中でも

プライオリティや関心は異なっている。

そこにどう折り合いをつけるのか。 

 さらに、進捗状況のバランスを気にす

る声もあるようだ。特に先進国は緩和の

議論の遅れを相当気にしている。 

 

(3) 南アフリカ COP17 までのマンデー

トとプロセス 

カンクンが最終合意の場でないとした

ら、南アフリカまでをどうつなぐのか、

そして南アフリカには、具体的にどのよ

うな合意をするのか、法的性格も含め、

マンデートに合意することが求められる。 

 さあ、やるべき仕事は山積だ。合意を

仕上げるための本格交渉に入ろう！！ 

コペンハーゲンの悪夢の再来！？ 

カンクン会議でも、会議の参加者が増

えつつあり、NGOの参加制限の可能性が

出てきた。パスを持っていても、2つ目の

セカンダリーバッチがないと入れないこ

とになりそうだ。わざわざメキシコまで

行くのだから、オブザーバーもきちんと

参加できる方法を考えてほしいと願うば

かりだ…。 
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法律事項は膠着状態(eco 10/8抄訳) 

今、天津の会議場で法律家の一群が困

惑している。法的事項を議論する コンタ

クトグループで、議定書AWG議長が提

示した要素について、中国とブラジルが

議論するのを拒絶したからだ。もっとも、

先進国は京都議定書の削減目標の議論の

進展を妨害してきたので、 このような国

の振る舞いも説明できるかもしれない。

しかし、議長が仲介に駆けつけた甲斐も

なく、法的事項を議論するはずの全ての

コンタクトグループは、何を議論するか

という手続論争に費やされた。 

確かなことは、中国もブラジルも京都

議定書を継続することに好意的なことで 

ある。eco は、評価とレビュー、遵守制

度の改良、改正の効力発効条項など、重

要な要素が含まれるオプションＢの議論

に、中国やブラジルが反対していること

に驚いている。これらの議論は、第2約

束期間に総量排出削減目標（QERCs）を

持つことになる締約国にとって、約束の

理解を深めるために必要不可欠であり、

議論しなければ、議定書の将来を危険に

さらすことになる。 

水曜日の非公式全体会合で、多くの途

上国は強く京都議定書の第2約束期間を

支持した。そして、EU、オーストラリア、

ニュージーランド、ノルウェーは、京都

議定書の下での新しい目標を掲げる用意

があると明言した。しかし、法的事項の

グループで検討されていた議論の内容も

含め、第2約束期間のあるべきルールに

ついて明確な理解が得られなければ、そ

れができないと言っている。 

eco は、削減目標を合意するために、

このような根本的な論点の合意必要性を

強く支持する。同時に、危険な影響を避

けるために必要な削減目標との大きなギ

ャップを狭めるために、先進国が主張す

る抜け穴をふさぐよう警告する。そして、

「他国の提案を聞き、交渉を続けなけれ

ばならない」と呼びかけた議定書 AWG

議長のアドバイスを受け入れるよう、す

べての締約国にお願いする。我々は約束

期間の間に空白期間を作ることを望まな

い。京都議定書を何かと引き換えにする

ための身代金のように扱ってはならない。 

議定書AWGはどこへゆく？ 

今回の会議でまだ傍聴ができる議定書
AWG。削減目標と法的事項に関するコン
タクトグループがそれぞれ数回開催され
たが、進展はあまりにも遅い。 

そもそも、この議定書AWGは、何に
ついて話すのかという点で、先進国の削
減目標が示されている附属書Bの改正に
関する部分だけ議論したい中国やブラジ
ルと、LULUCF、メカニズム、対象ガス
や、遵守制度などについても議論したい
その他の国と意見が分かれているためだ。 
特に、法的事項に関する議論は、10月

8日の ecoの記事（左）にあるように、
膠着状態である。 

そのため、削減数値に関するコンタク
トグループも、内容について議論に入る
ことはできない状態。なんとか今の議長
テキストを削ろうと、議定書の附属書 B

に関する3つのオプションを、国名の部
分を削るなどといった形で、7頁を 1頁
にするような作業が続けられている。 

 8 日の午後には、非公式全体会合が開
催され、AWG 議長と各国のカンクンで
バランスのとれたパッケージの決定につ
いてコンサルテーションが行われた。 

多くの途上国が京都議定書の第2約束
期間を決定し、京都を維持することを強
く支持。先進国は、数値目標について議
論する用意があるといいつつも、
LULUCF、京都メカニズム、対象ガスな
どのルールが先に決まらないと、数値の
議論はできないと主張した。 

また、京都議定書の第2約束期間の合
意とともに、条約 LCA の下でも法的拘
束力のある合意を作るという2トラック
アプローチを主張する途上国に対し、EU、
オーストラリア、ニュージーランド、ノ
ルウェーも、同じく議定書と条約のもと
で2つの別の合意でもよいと発言した。 

コペンハーゲン合意を支持したロシア
と、主要排出国が含まれた1つの合意を
明言した日本だけが際立つ結果となり、
日本は、中国から「自分の国の都市の名
前が付いている議定書を殺そうとしてい
る国がある」という厳しい批判を受けた。 
南アフリカへの最終合意やカンクンで
の合意のイメージが共有されないまま、
各コンタクトグループでは議論が継続さ
れている。 

今日の会議の結論は、カンクンへ継続
となることには変わりないだろうが、今
日をどのように終えるかはカンクンの成
功に導くために重要だ。 

 

■解振華・中国国家発展改革委員会副主
任とNGOが意見交換 
初のホスト国となった中国。今回初め
て、閣僚級の解振華副主任が約20人程度
の国際NGOと意見交換の機会を持った。
解副主任は、一人で対応し、2時間半余
り、中国の取り組みや交渉姿勢を説明し、
NGO側も率直な意見を述べた。中国政
府の交渉立場は硬く、議論を一層深めね
ばならない状況にある中で、中国政府が
NGOとの対話・協力の重要性を認識し、
こうした機会を持ったことは、天津会議
の一つの成果だ。 
 

第2の議題・吸収源(eco 10/9抄訳) 

吸収源の抜け穴を大きくする問題につ
いて聞いたことがあるだろう。その中に、
京都議定書の下で森林以外の土地からの
排出に関する重要な議題がある。耕作地
管理や牧草地管理の義務的なアカウンテ
ィング、湿地管理という新しい部門の導
入という新しい考え方がきちんと検討さ
れないまま弱められている。しかし、締
約国は、吸収源に関する議論をまとめる
方向に進みつつあると考えているようだ。
バイオ燃料か らの排出も無視されてい
る。これらの正確なデータを確保できる
かという問題があるが、これを第2約束
期間の対策を遅らせる理由にしてはいけ
ない。できることは、ホットスポットア
プローチを使うこと、大量に排出してい
る土地を洗い出すMRVの努力に集中す
ること、そして、包括的な算定方法を導
入するSBSTAのプ ログラムを開始する
といった現実的な方法である。 

 新ルール は、抜け穴を通じて森林管理
からの莫大な排出を消すことができるだ
ろう。しかし、もっと悪いのは、他の土
地利用活動からの大幅は排出を見逃すこ
とである。吸収源の議論を建設的にまと
めるには、無駄にできる時間はない。 


